
数学科 単元構想シート 
 

１ 学 年  第２学年 

２ 単元名  １次関数 

３ 単元の目標 

（１）事象の中には１次関数として捉えられるものがあることを理解することができる。 

（２）１次関数について，表，式，グラフを相互に関連付けて理解することができる。 

（３）２元１次方程式を，関数を表す式とみることができる。 

（４）１次関数を用いて具体的な事象をとらえ説明することができる。 

４ 本校が育成を目指す資質・能力とその手立て 

資質・能力 資質・能力を身に付けさせるための手立て 

知－① 本単元で学習した数学的用語や方法を説明の際に使わせるようにする。 

思－① 
複数の表やグラフ，式などを比べることで baxy  の特徴を見出し，その特徴を根拠に

した説明をさせる。 

思－② 個人思考と集団思考により，考えを深める場面を設定する。 

思－③ 表・式・グラフを用いて説明する場面を設定する。 

主－① 「なぜ？」「やってみたい」と必然性を感じさせるような課題設定を行う。 

他－① 教え合い活動を通して他者とかかわる場面を設定する。 

他－② 周りから意見を求めたり，集団思考において他者と協力したりする場面を設定する。 

５ 単元の計画（全１８時間） 

学習 

過程 
時 

○本時のめあて 

●学習内容 

評     価 

関 考 技 知 
評価規準 

（評価方法） 
【資質・能力】 

※評価規準の太字ゴシッ
ク体の部分において本
校が設定した資質・能
力を評価する。 

課
題
の
設
定 

１ 

〇１次関数についてのイメージをつかむ 

ことができる。 

●１次関数の意味 

〇    

ブラックボックスを用いていろいろな関

数に関心を持ち，その関係を自ら見い出

そうとしている。 

（ワークシート・行動観察）【主－①】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

情
報
の
収
集 

                     

整
理
・
分
析 

２ 

〇１次関数の表と式について理解するこ 

とができる。 

●１次関数の表と式 

 〇   

具体的な事象の中から，１次関数の表や

式を調べ，比例との共通点や相違点につ

いて，説明することができる。 

（ノート・発言内容）【思－①】 

３ 

〇１次関数の変化の割合を理解すること 

ができる。 

●１次関数の変化の割合 

   〇 

比例，反比例，１次関数について調べて

比較し，その特徴を説明することができ

る。 

（ノート・行動観察）【知－①】 

４ 

〇１次関数のグラフをかき，特徴を理解 

することができる。 

●１次関数のグラフの特徴 

 〇   

表を基にグラフをかき，その特徴を整理

して，説明することができる。 

（ワークシート・発言内容）【知－①】 

５ 

〇切片と傾きをもとに，グラフをかくこ 

とができる。 

●１次関数のグラフ，切片と傾き 

  ◎  

式とグラフの関連から，かき方を説明す

ることができる。 

（行動観察・発言内容）【思－①】 

６ 

〇１次関数のグラフをマスターしよう！ 

●１次関数のグラフのかき方   〇  

１次関数のグラフをかくことができる。

また，教え合いを通して，グラフのかき

方を身に付けることができる。 

（行動観察）【他－①】 

７ 

〇変域とそのグラフについて理解するこ 

とができる。 

●１次関数の変域とグラフ 

   〇 

変域のあるグラフのかき方を理解し，変

域を読み取ることができる。 

（ノート・行動観察）【知－①】 

８ 

〇１次関数の式を求めることができる。 

●１次関数の式の求め方   ◎  

与えられた情報の中から， baxy  の

式を求めたり，求め方を説明したりする

ことができる。 

（ノート・発言内容）【知－①】 

作成者：平櫛 晶大 



情
報
の
収
集 

整
理
・
分
析 

９ 

〇２点の座標から，１次関数の式を求め 

ることができる。 

●１次関数の式の求め方 
  ◎  

与えられた情報の中から， baxy  の

式を求めたり，求め方を説明したりする

ことができる。 

（ノート・発言内容）【知－①】 

10 

〇２元１次方程式のグラフをかくことが 

できる。 

●２元１次方程式と１次関数の関係 

 〇   

２元１次方程式の解の集まりを１次関数

とみなすことができる，かき方を説明す

ることができる。 

（発言内容・行動観察）【思－①】 

11 

〇 2x ， 3y のグラフを理解するこ 

とできる。 

●特別な２元１次方程式のグラフ 

   〇 

特別な２元１次方程式のグラフのかき方

を考え，説明することができる。 

（発言内容・行動観察）【思－①】 

12 

〇連立方程式の解とグラフの交点との 

関係を理解することができる。 

●連立方程式の解とグラフの交点との関係 

 ◎   

連立方程式と１次関数の関係を整理し，

関連付けることができる。 

（行動観察・ノート）【知－①】 

ま
と
め
・
創
造
・
表
現 

13 

〇１次関数を活用して，身のまわりの事 

象を説明することができる。 

●１次関数の利用 

○    

具体的な事象を，１次関数を用いて考察

し，自らの考えで結論を導くことができ

る。（行動観察・ワークシート）【主－①，

思－①】 

14 

〇図形で，点が動く問題の考え方を理解 

することができる。 

●１次関数の図形における利用 

 〇   

時間にともなう変化の様子について考察

し，表・式・グラフを用いて説明するこ

とができる。 

（行動観察・ワークシート）【思－③】 

15 

〇グラフを読み取って，道のりの問題を解

くことができる。 

●グラフの読み取りとその利用 

 〇   

具体的な事象を，１次関数を用いて考察

し，表・式・グラフを用いて説明するこ

とができる。 

（行動観察・ワークシート）【思－③】 

実
行 

16 

【パフォーマンス課題①】 

〇おすすめの携帯電話料金プランについて

提案することができる。 

●１次関数の利用 

 ◎   

課題解決のために，他者の考えも踏まえ

て，よりよいプレゼンテーションをする

ことができる。 

（行動観察・発表）【思－②，③，他－②】 

17 

【パフォーマンス課題②】 

〇おすすめの車について提案することが 

できる。 

●１次関数の利用 

 ◎   

課題解決のために，他者の考えも踏まえ

て，よりよいプレゼンテーションをする

ことができる。 

（行動観察・発表）【思－②，③，他－②】 

 

振
り
返
り 

18 

〇学習内容を整理し，問題を解くことが 

できる。 

●単元の学習の振り返り 

  〇  

単元を振り返り，問題演習を通して教え

合い学習を行い，理解を深めることがで

きる。 

（行動観察）【他－①】 

６ 単元開発のポイント・学習を終えた生徒の姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○単元開発のポイント 

①１次関数の表，式，グラフを関連付けて理解させることと 

②１次関数を利用して問題解決に生かすことを意識して単元 

をデザインしました。 

 

 

     ≪振り返りノート≫ 

 

 

 
 

○学習を終えた生徒の姿 

これらの学習を通して，グラフの交点の意味やグラフ同士を比較することができるスキルを身に付
け，事象の変化の様子や２つ以上の事象を比較し，表や式，グラフを使って説明することができる生
徒。 

視覚支援として ICT を活用し，点が動く問
題では，図と表とグラフが連動して理解で
きるように工夫をしています。 

授業では，毎時間振り返りを書かせることで，

めあてと対応した自己評価と反省を記録してい

ます。単元の流れも振り返ることができ，前時

との関連も図ることができます。 

 


